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縄文時代の土製仮面に見られる歪みの造形ー補遺
池 田 進
Plastic style of the earthen masks in the J omon era 
-Supplement 
Susumu IKEDA 
Abstract 
The plastic style of wood-cut images in the Jomon era having a distorted nose is discussed. The 
images were found through surveys of aborigine habits in Formosa and were thought to be a symbol 
of oral sexuality; the huge nose symblizes the male sex organ. This hypothesis is derived from the 
structural isomorphism between the habit of tooth-abrasion and the tales of Vaginal Dentation. 
Because the abrasion symbolizes an oral sexuality, it might be psychoanalytically interpreted by the 
tales of Vaginal Dentation. 
Keywords: nose-distorted mask, tooth abrasion, tooth extraction, Vaginal Dentation, tales of Vaginal 
Dentation, sexual symbolism 
抄録
戦前の台湾の先住民の調査で採集された鼻曲りの木彫像について考察した。像は精神分析的に口姦を象
徴したもので、鼻は男性器を写したものと考えられている。この推論の根拠は、当該地域をはじめ東南アジ
アに広く観察される陰歯の説話が同一地域に分布する欠歯の習俗と構造的に同型であることをもって、説
話が習俗の説明原理としての機能をはたしているとの認識にもとづいている。陰歯の説話は口唇と女陰と
の深層的な移入関係を象徴したものと考えられている。
キーワード：鼻曲りの仮面、欠歯、抜歯、陰歯、陰歯の説話、性の象徴
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筆者がさきに提出したいわゆる鼻曲りの仮面についての報文（池田， 2001)に関連して、
本学社会学部の熊野 建教授から示唆に富むご教示をいただいた。金関丈夫氏の著書（金
関丈夫， 1996)に鼻曲りの木彫の記事と写真があって、それが欠歯の風習さらには鉄漿（お
歯黒）の風習につながっているという指摘であった。ここに金関論文から得ることができ
た情報を要約して先報文に付加したい。熊野教授からいただいたご教示に深く感謝すると
ともに同教授の広い学識に敬意を表するものである。
金関丈夫がその著書（金関， 1996)で鼻曲りの造形の事例について触れているのは
「VaginaDentata」の章である。「VaginaDentata」の初出は 1940年（昭和 15年）であ
る。この論文は、台湾総督府蕃族調査会が大正年間に行った『蕃族調査報告書』（大正 2~9
年）と『蕃族習慣調査報告書』（大正 3年）に採集された資料を中心に、関連する資料を広
＜渉猟して陰歯の説話と欠歯の習慣の関係を考察したものである。
図 1に同書（金関， 1996)273ページの写真を転載する。写真説明と注記 (19)によると、
この写真は台湾のパイワン族カリー社ラバル家の軒下にあった木彫を 1933年（昭和 8年）
に瀬川幸吉氏が撮影したものとなっている。
図1 パイワン族（台湾）の木彫、金関丈夫 『木馬と石牛』 196,p.273。
木彫は向かって左側に男性、右側に女性の顔をならべて刻んだものである。男性の顔に
は巨大な鼻があって右側の女性像の口の方へ向かって大きく曲がっている。女性の顔は全
体として女性器を象っていて鼻が陰核を、口が陰門を表している。すなわち男性の鼻は勃
起した陰茎である。オラル・セックスを象徴するこの造形は、金関によれば、 Vagina
Dentata (陰歯）の説話が OralDentata (口歯）からの深層的な連想を根源にするという
仮説を証する一つの物証だとしている。
-34-
縄文時代の土製仮面に見られる歪みの造形ー補遺（池田）
金関 (1996)の論を、今かりに問題の木彫を話題の中心に据えて要約するならば、おお
よそ以下のとおりである。
（イ） 陰歯の説話
陰歯の説話は、要点は①陰門に歯がある若い娘がいて②交接のときに陰茎を噛んで害を
およぼす③そこで歯を取り除いて幸せになるという話で、さまざまな変形をたもちながら
中部インド、東南アジア、台湾から中部アジア、東シベリア、アイヌを経て津軽、能登に
いたる北陸地方へ、さらに北、中、南アメリカ大陸へと広く分布している。日本国内に伝
わる説話では、たとえば今昔物語での場合のように、血なまぐさくではなくマイルドなも
のに変形されている。あるいは金精神説話のように金属または木でつくった金精様を挿し
込んで陰歯を砕いたというような話（この話はアイヌの説話で陰歯の女性と交わる前に赤
い砥石を挿し込んで砕いて女性に喜ばれたという話に通ずる）になっている。
（口） 欠歯の習慣
いっぼう、欠歯の習慣（金関では、欠歯文化、欠歯風習、断歯、抜歯風習、抜歯民族な
どの術語が使われている）もまたボルネオ、スマトラ、ジャパ、スンダ列島からポリネシ
アにかけて、さらにマレー半島、台湾、琉球、古代中国本土、シベリア、アイヌと、広い
分布を持つ。欠歯の方法（金関では、人工的欠歯、人工的歯牙変エ、人工的歯牙変換など
の術語が使われている）は、砥石や鑢で磨耗する、槌や鉄片・隧石・蕃刀・石などで打ち
欠く、抜くなどがあげられる。欠歯の目的は、それが行われる年齢と習俗行事に対応して
さまざまの儀礼的象徴の段階がある。起源は 7、8歳の頃に乳歯の生えかわりを手助けす
るところにあったと推測されているが、それが 15、6歳頃の成年行事となりさらに成婚の
ための準備行事としての意味を持つようになり、そこからさらに服喪の儀礼として行われ
るようになるという変遷があると考えられている。日本国内では縄文時代から弥生時代に
かけて欠歯の風習が存在したことが確認されている。成年行事として上顎犬歯を抜く風習、
成婚行事として下顎の犬歯を抜く風習があって後期に近くなると東海・瀬戸内などの地方
でもっと複雑な欠歯の様式があったことが認められている。人工的な遣物としては抜歯土
偶が石川県御経塚遺跡から出土している。
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い） 両者の関係
ここで本論文の話題にとって関連があると思われるのは成婚儀礼としての欠歯の風習で
ある。ではなぜ成婚のために歯を欠いたり抜いたりするのか。その理由を考えるために欠
歯の習慣と陰歯の説話との間の相互関係に注目しなければならない。
金関によると、彼が扱った台湾先住の諸部族では、陰歯の説話があるところ必ず欠歯の
風習があるとはいえないが、欠歯の風習があるところにはほとんど例外なく陰歯の説話が
あるという。また、説話のなかに出てくる陰歯の処置法にはいくつかのパタンがあるが、
それとアジア地域で見られる欠歯の処置方法とを対応させることができるという。これら
の関係から金関は陰歯の説話が欠歯の習慣の説明原理としてのはたらきを持っていると推
論した。
仁） 成婚のための欠歯の理由一金関の仮説
金関は「人工的欠歯風習ある民族にあらずしては本説話は生まれ得なかったと考えられ
る」（金関、 278ページ）と述べている。つまり金関は風習と説話の関係において、説話が
欠歯風習の深層心理的な説明原理を成すという考えを提示した。すなわちその考えの端緒
は陰歯と口歯の心理的な移入関係にあって、そこから陰歯とオラル・セックスとの暗喩が
副出されるというものである。それを支持する証拠は豊かとはいえないが、採集されたい
くつかの資料（結婚した女性が夫の陰茎を噛む、歯が夫を害するので結婚にあたって抜歯
する、などのいくつかの記述）と或る聞き書き（大戦前の上海に歯を抜き取った口姦専門
の女性がいたという話。これに類似の記述が開高健のノンフィクションにある）は、それ
を証するに十分だと考えるというものである。「…彼女の女陰に歯があった。交合すると噛
む。女に酒を飲ませた。酔ったときに歯をとった。よくなった。歯がないからよい。」（金
関、 268ページ）という語り口も深層の移入の考えを支持するように思われる。
（ホ） 服喪の表現としての欠歯の風習
さきに欠歯の儀礼的意味の遷移においてそれが服喪の表現となることを述べたが、金関
は欠歯が一般に近親者への服喪の習俗となる以前に、夫を失った場合や、ことに死別後の
再婚の婚儀の前に欠歯が行なわれる風習があったことに注目して、そこに前項仁）との関連
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における象徴的な意味が考えられることを指摘している。（原 三正 (1981)は婚約者を失
った女性にも欠歯が行なわれることを記している。）
また、原 (1981) は死産に際しても欠歯が行なわれることを記しているが、金関が採集
した説話の一つに、陰歯が災いして新婚の夜に夫を失った女性が「数日を経て娘の腹より
切れたる頭が出て」きたという話（金関、 255ページ）がある。これも習俗と説話の間の構
造的同型性を示唆する例の一つかもしれない。
こうして金関 (1996)の論は、欠歯の風習と陰歯の説話の構造的な同型性が口唇と陰唇
との深層的な連想を根源にしており、さらにそれに、人の「鼻」の象徴的な意味がかかわ
ることによって鼻曲りの木彫の造形の意味を理解することができるというものである。周
知のとおり、フロイトにおいて男子の鼻はペニスを象徴する。
舞楽の酔舞の一つである胡徳楽で胡童がつける胡徳楽の面に、鼻が曲がった偏鼻胡徳が
ある。この面は鼻が揺れ動く様を写したものではないかとされている。ふつう、胡徳楽の
図2 胡徳楽（奈良市 手向山神社）、西川杏太郎（編） 『舞楽面」1971, 第 91図。
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面は別の部材で作った長大な鼻の上端を紐で仮面の本体に結びつけているので（図 2参
照）、舞手が動くと鼻がプラプラと揺れて動く。数名（現在は 4名とされている）の舞手が
酔って大きな鼻を揺らしながら輪になって舞う様を観る悦楽は意外にこのようなシンボリ
ズムにつながるところがあるのかもしれない。
鼻曲りの造形が陰歯の説話を介してこのような精神分析的象徴機能にも関与することが
あるのを知ったのでここに追補する。
追記：歯の黒染が欠歯の風習と関係があることについて、原 (1981)が専門の歯科学の
領域の知見に加えて歴史学、考古学、民俗学、民族学、風俗史にわたる広範な知識を総合
した概説書で触れている（序論第五章「抜歯」、第六章「歯牙変エ」、本論第三章「お歯黒
の起源」）。スマトラ、ボルネオ、マレー半島では歯を磨耗したのち残った部分を黒染する。
この黒染が後に欠歯の苦痛を軽減してそれに替えるようになっていったものと原は考えて
いる。
先史時代の日本に存在した染歯の風習はそれとは起源を異にして神への禁忌を意味した
ものとされているが、原は同時期に存在していた欠歯の風習とも関係がないとはいえない
ともしている。既婚の女性が歯を黒染した日本固有のお羽黒の起源はここにあるとするの
が原の説である。
参考文献
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